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見物人を見物する
一高校野球と花火大会のフィールドノートー
大畑　裕嗣
　「わたしたちは，受けてきた奇妙な訓練のせい
で，自己防衛的な文章を書こうとする傾向があり
ます。ヘミングウェイ・タイプの散文，自己防衛
的な散文で書かれたことば。これは最悪です。
フィールドノートを，できるかぎり官能的に書き
なさい。できるかぎりしまりなく書きなさい。書
けるかぎり，だらだらと長く書きなさい。『わた
しは～と感じたのだが』というふうに，できるか
ぎりいたるところで，あなた自身が顔を出すよう
にしなさい。」（アーヴィング・ゴフマン「フィー
ルドワークについて」）
　以下の2つのフィールドノートは，2009年度「臨
床社会学実習」の一環として，担当ゼミの学部学
生たちと一緒に行なったフィールドワークの中で
書いたものである。夏の高校野球の地方大会につ
いても，花火大会についても，調査企画の中心と
なった学生と打ち合わせた当初のもくろみは，「イ
ベントを中継しているテレビカメラの動きを見て
みよう」というようなことだったが，正直に言え
ば，そういった「事前の調査目的」は，学生たち
と自分自身を「フィールド」に連れ出す口実ぐら
いにしか考えていなかった。「見ようと思ったこ
とを見ることができず，ぼうぜんとその場に立ち
つくす。そのうちに，思ってもいなかったこと，
見たくもなかったこと，聞きたくもなかったこと
を見聞きする」という，フィールドワークのあり
方を学生たちに体験してもらい，自らもあらため
て味わうことができればよかったわけだ。
　現場でのメモ→フィールドノート→エスノグラ
フィー（モノグラフ）という，一連のテクスト加
工過程で，フィールドノートは，本来，中間生産
物に過ぎず，焦点をしぼった考察や結論に向けて
構成されたものではない。ただ，さまざまな授業
でフィールドワークの指導を行なう中で，学生た
ちには，冒頭で引いたゴフマンが言うような，だ
らだらとした，自分自身が顔を出すノートを書く
ことに，ずいぶん抵抗と違和感があることがわ
かってきた。これくらいしまりのないものでもい
いんだよ，という実例を示すために，拙い記録を
あえて公表させていただいた。
　文中の英小文字a～fは，学生たちに配布した
際には，実名となっていたが，紀要に掲載するに
あたって，個人情報保護の観点から仮名とした。
同じ理由により，花火大会のフィールドノートに
付して配布した写真は削除した。
1　一塁側アルプススタンドの風情
と　き　2009年7月29日　午後
ところ　横浜球場　一塁側アルプススタンド
　　　　（高校野球神奈川県予選決勝　桐蔭学園
　　　対横浜隼人戦）
　a，b，　c，大畑というメンバーで，関内駅南
口から横浜球場に向かい（歩いて5分もかからな
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い），球場の入り口でdと合流して，切符売り場
に向かった時は12時30分近くになっていた。大変
な人だ。切符売り場附近で，bがアナウンスを聞
き，三塁側（桐蔭側）はすでに満席だという。桐
蔭側に行きたそうなdに，一塁側に行くしかない
よ，と言って一塁側に向かい，内野席にはいろう
とすると，野球部員風の案内の男性の方が「一般
の方は3番，？番通路にお廻りください1」と叫
んでいる。これって外野席じゃないの，と言いな
がら3番通路をはいると1塁側アルプススタンド
に出た。（外野席はまだ柵（？）が下ろされ人を
いれないようになっている。）
　当初，目標としたテレビ局のカメラは，ネット
下の一台をピッチャーズプレート，ホーム間を中
心にしてカメラマンが操作しているのが非常に遠
めに見えるぐらい。aたちに「試合中，あのカメ
ラが回る角度だけ見ていても不毛な気がする」と
言い，上のほうの席に移動しかかっていたbも呼
んで，皆で「作戦会議」。次のようなかたちで試
合の見方と分担を大雑把に決めた。
の「通」のような感じで残り2人（「です」「ます」
のていねい語を使っていたから，残り2人はAの
先輩格にあたるのかもしれない）にいろいろと野
球の話をしかけていた。後ろを振り向いて3人を
じろじろ見ることは出来なかったが，自分は後ろ
から聞こえてくる3人の話がおもしろく，それを
できる限りでメモして拾うことにした。話をきい
ているうちにわかったが，3人（特にA）は，三
塁側の桐蔭に知り合いが多いらしく（OBなのか
どうかはわからない），桐蔭のほうを応援してい
た。（Aは隼人の4番の大野とも親しいらしく，「あ
の子（大野）には打ってもらいたいけれど…。で
きれば来年がんばってもらいたい」というような
ことを言っていた。）おそらく，三塁側に入場す
ることができず，一塁側のアルプススタンドに陣
取ったのだろう。かれらは自分たちの状態を「ア
ゥェイ」と呼んでいた。
　まだ試合開始前。Aは「今日，日焼けやばそう
ですね」「でも，ハンドクリームぬると死ぬんで」
と言っている。
試合全体をすなおにみる…d
　おもに一塁側（隼人）の応援席をみる…b
　おもに三塁側（桐蔭）の応援席をみる…c
　自分たちのまわりのアルプススタンドと外野席
をみる…a（大畑）
　アルプススタンドは座席が25段まである。自分
は，後方の19段402番の席にすわった。bはとな
りの403番にすわった。a，　d，　cは2列前の17
段に3人並んですわった。
　自分たちの後ろの列は1段あいていた。その後
の21段と22段に3人の若い男性がすわっていた。
そのうち1人（以下，Aと書く）は特に高校野球
　自分たちの座席の通路をはさんで，横の390番
の席からは若い女性が3人すわっている。1人は
ケータイをいじっている。1人はコンパクトを出
して化粧をしている。
　その前の列には，若い男性（お父さん）（以下，
Dさん）が1歳ぐらいにみえる野球帽をかぶった
男の子をひざの上に乗せている。
　多少曇っているが，それでもスタンドは日差し
がきびしい。時おりすずしい浜風が通りすぎる。
　横浜隼人がノックを終え，試合前の円陣を組ん
でいる。やり方が特異，目につく。円陣で選手た
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ちは，手を下方に向け，リズムをとってリズミカ
ルに拍手。その後で円の中心に向けていっせいに
こぶしを突き上げる。アメリカンフットボールの
パフォーマンスに近いような感じがする。
　お父さんのひざの男の子，通路を通っていく人
たちを（なぜ，こんなに人がいるの）といった感
じで怪詩そうにながめている。
バックスクリーンに試合中継のようすが映る。
A「桐蔭は伝統的に捕手がいいです。」
応援ができる。」
　外野席にはいっていく通路は座席の前方のみで
せまい。通路を通らず，内野席と外野席を隔てる
柵（高さ70～80センチぐらい？）を乗り越えて，
外野席に移動する人がいる。野球帽を被った球場
スタッフ（？若い男性）が「すみません。乗り越
えないでください。下からで。」と呼びかける。
スタンドの上部の柵を乗り越えて，センター方向
へ歩いていく男性を追いかけて「戻ってくださ
い1」その後も観客に「下から，下から」と呼び
かける。
　次第にアルプススタンドも満杯になり，1回裏
の時点で外野席を開放。A，外野席にはいってい
く人たちをみながら「外野はビールを置くところ
がないんですよ」一言われて前の列のシートの
背をみると飲み物を置く丸い部分がついている。
自分は気づかず，ペットボトルは足元のコンクリ
の上にそのまま置いていた一「角度も急だから
こわいんですよね。」
　前の列にすわっていた二人の子どもを連れたお
父さん（子どもの一人はパンを食べていた。）子
どもに「外野席に行ってみたい？むこう行く？」
子どもを促して外野席に移動。
　1回裏，隼人同点に追いつく。1塁側内野の隼
人の応援団，盛り上がる。アルプスでも手をたた
いている人も。ただその人たちは，どちらかとい
うと内野の応援団に近いほうにまとまっていて，
自分たちがすわっているあたりだと手を叩いてい
る人はまばら。A「雰囲気でわかる，どこからど
こまでが隼人ファンか。よかった。これで桐蔭の
　2回表がはじまる頃，b，ケータイを取り上げ
て「e君，今ついたそうです」と言う。これから
来ても外野にしかはいれないよね，と言っている
うち，しばらくして「財布を忘れたそうです」と
言う。「九条の会の時もたしか入場券をなくした
んだっけ？」結局，eは球場まで来て引き返した
ようだ。
　A「甲子園は死ぬほど暑いですよ。行ったんで
すけど。」前後から「選手として出場した」とい
う意味ではなく，「観戦（応援）に行った」とい
うことだとわかる。「野球部員でたまにアンダー
アーマーなんか着てるのがいますけど，わけがわ
からないです。」
　Aの同行の二人のうち，ややAと親しくなさそ
うな男が，（打者がフライを打った後），よく打球
が追えますね，どっちにあがったのかもよくわか
らない，と感心する。たしかにスタンドの白と打
球が重なって見えにくい，という話になり，甲子
園のスタンドではもっと見えにくい（応援がさら
に多いので）という比較論になる。
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　3回表の時点で外野席もたくさん人がはいり，
ほぼ満席の状態にみえる。自分たちの横にすわっ
ていた男の子は，だいぶ眠そうな状態になり，パ
パがあやしている。さっきまでパパのひざの上に
すわっていた男の子は，パパのひざに間にはさま
るようにして立っている。パパは軽く男の子の頭
をたたいてあやす。
　A「横浜のバッティングセンターに行ったら
140キロの球を女の人が打っていた。」横にすわっ
ていたパパがAに手を振り，「かわんねえな，お前」
と言う。Aは小さく「どうも」とつぶやく。ここ
で，近くにすわっていた父子のパパと3人組のA
が知り合い（野球関係？先輩後輩？）だと初めて
わかる。
　5回終了後，グランド整備がはいると，スタン
ドのテンションも少しほぐれるような感じ。cが
席を立つ（売店へ？）
　8回の同点，ホームランが出た後，隼人の応援
席の盛り上がり，高まる。9回裏の攻撃一部の
生徒（私服）は，グランドとスタンドを区切るフェ
ンスにしがみつくようにして応援。隼人の選
手，9回が終わり，延長にはいる時点で，隼人の
選手はベンチ前で再び円陣を組む。11回裏のサヨ
ナラの瞬間は，外野席の人たちも立ち上がって拍
手。
決勝とはいえ一ここまでのメディア・イベント
化がなされているのは非常に印象的。）バックス
クリーンには，試合のハイライトがすでに編集さ
れて流れている。完投勝利した今岡のインタ
ビューがバックスクリーンに映る。スタンドの出
口付近に立って（スタンドを出かかって）バック
スクリーンをながめていた女子高生たち（隼人の
生徒ではない？）。「かわいい！」「こんなかわい
い笑顔，みたことない1」
　「テレビの視聴者は，今どこかで行われている
野球のゲームを見ているのではなく，テレビの映
し出す映像とそれに付帯するさまざまな言葉に
よって描き出されているゲームを見ているのであ
る。」（宮崎幹朗「テレビの中のスポーツ」，江刺
正吾他編『高校野球の社会学』世界思想社，1994
年，p．26から再引用）。しかし，もはや「球場に
行く」＝「今，ここで行われている実際の野球を
観る」：対：「テレビを観る」＝「疑似イベントと
して再構成された野球を観る」という二分法は成
り立たなくなっているのではないか。球場におい
てもわたしたちが接するのは多く「メディアを介
して再構成された野球」であろう。
2　第5回せいせき多摩川花火大会
と　き　2009年8月12日　18時45分ごろ～
ところ　多摩市一ノ宮公園
　　　観覧エリアBとその付近
　試合後，テレビの中継放送と同じかたちで，ベ
ンチ前での隼人の監督主将へのインタビューが，
センターバックスクリーンに映る。観客，立ち上
がってバックスクリーンを見ながら，かれらが感
動的なことを言うと拍手（高校野球の予選で一
　18時45分ころ，聖蹟桜ヶ丘駅着。大変な人。東
［コから出る。聖蹟桜ヶ丘まで家から片道3時間弱。
車中，他の学生が来られなかったこと，「責任者」
のfも「家庭の事情」で遅れてくるということで，
教員が一人で行くという「実習」に意味があるの
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か，はっきり言えば，自分は学生になめられてい
る（というか「学生に好きなことを自主的にやら
せている」つもりが，かえって学生は「何をやっ
ていい」かわからず，結果としてうちのゼミは
「しょぽい」「つまらない」というような不満をか
かえこんで）いるのでは，というような釈然とし
ない思いが抑えられなかったが，人の流れに流さ
れるようで，fが待ち合わせ場所として書いてき
た「タクシー乗り場」もどこにあるかわからず，
これは「一人」でむしろよかった，と，ややホッ。
　わたしは，フィールドワークへ行く場合，ふつ
う，写真にはあまり頼らない。ビデオは（1回を
のぞいて）いままでほとんど回したことがない。
まわりの状況が許せば，方眼紙がはいっているB
5版のノート，それだと機動性に欠けたり，まわ
りから目立ちすぎてまずいと思われる場合は，小
さなメモノートに走り書きでメモをとり，帰宅（原
稿を書ける場所に戻った）後記憶をもとにメモ
を文章化していくというのが，普通のパターンだ。
今回も小さなメモノートを持ってきた。しかし，
駅を降りて夕暮れに立った時，そうか，花火はや
りにくいんだよな，暗くてメモはとれないかもし
れない，という思いが頭をよぎる。なるようにな
るさ，と思い，会場への順路にたくさん立って，
声をはりあげている案内人たちの指示と，人の流
れにしたがってすすむ。直進するとB会場，左折
するとC，D会場という看板が出ているところに
来る。案内人は，B会場は大変混み合っています，
席を確保されていない人は余裕のあるC，D会場
のほうにおまわりください，というような内容の
アナウンスをしている。fからの携帯メールに「真
ん中付近にテレビカメラがあるので，それを意識
しつつ」というようなことが書かれていたので，
まんなかへんのB会場のほうに向かったほうがい
いだろうと思い，直進。アナウンスにもかかわら
ず，わたしと同じようにB会場のほうに向かう人
たちもけっこういる。
　B会場，川原のじゃり道を越えると土手がある。
土手をのぼって下る木製の仮設の階段がつくられ
ている。階段を下りると河川敷で，人びとはビニー
ルシートをしき，河川敷に席を確保しているが，
座席のエリアと土手の斜面のあいだに移動のため
5～6メートルの通路がとられている。土手の多
摩川に面した側の一・番下のところにはロープがは
られ，土手にはのぼれないようになっている。河
川敷の川に面したあたり，階段から川に向かう延
長線上に「Bエリア」（Bの字が0で囲まれている）
と書かれた看板が立てられている。
　B会場をひとあたり見回した（階段の上からで
はなく，下に下りて。たくさんの人が会場にはいっ
てきつつあり，「危険ですので階段で立ち止まら
ないでください」というマイクでのアナウンスが
あったから。）が，テレビカメラがどこにあるか
わからない。階段を下りたあたりで通行人の整理
をしている会場係（？別に腕章などをつけている
わけではないが，すぐにそれとわかる）の若い男
性に
　「あの一，多摩テレビの中継のテレビカメラは
どこにあるんでしょうか？」
とたずねる。男性は，戸惑ったようで，ややぎご
ちなくほほえみながら
　「どれが多摩テレビかはわかりませんが…テレ
ビカメラは何台か来ていますね…」
と周囲をみまわし，わたしの後ろの土手の上を指
し示しながら
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　「あそこにも1台あります」
と言う。
　土手のうえは，通常は普通に歩けるのだろうが，
今日は階段の手すりでしきられ，一般の人たちは
立ち入りができないようになっている。土手の上，
階段から川に向かって左側に10メートル（？）く
らい離れたところに足つきのカメラが1台すえら
れ，女性が一人でその後ろに立っている。女性の
周囲にはかの女に指示をしたり，相談をしたりす
るような他のスタッフの姿は見うけられない。一
人で撮影をしているように見える（以下，観察の
間中，ケータイで誰かに電話をして指示を受けた
りしているようにも見えず，完全に自分の判断の
みでカメラを操作しているように見えた。）かの
女とカメラの動きに注意するようにする。
　階段の下のところに照明車があり，クレーンの
上につけられた4つの巨大な電燈が点灯してい
る。照明車のあかりのおかげでメモをとることが
できる。
　19：00ごろ。先ほどカメラの所在をたずねた案
内の男性，「席をおさがしの方はこちらに進んで
ください」と会場にはいってきた見物客を河川敷
の横のほうに誘導。わたしは，土手の上のカメラ
に注意を集中する。操作している女性は青いジー
パンをはき白いTシャッを着ている。相変わらず
1人で操作している。合図（？）の花火が1発だ
けあがる。土手の下，階段のわきのところに仮設
の男子トイレと女子トイレが1つずつ作られてい
る。男子トイレに並んでいる男性たちの列は通路
にそって，階段の向こう側へ向かって伸び，女性
たちの列はトイレから階段の近くまで伸びてい
る。わたしは女子トイレの行列と土手のあいだに
ポジションをとり，ななめ下から見上げるような
かたちでテレビカメラを見ることにする。花火は
川面の上に上がるわけだから，花火を見物する通
常の観客とは反対側を向いていることになるわけ
だ。
　場内アナウンス「花火は午後7時20分から開始
されます。」階段を人波がどんどん下りてくる。
カメラは川岸に対しほぼ直角に向けられている。
川向こうにみえる白い建物あたりにレンズが向い
ているようにもみえる。
　19：05。背景の空はかなり暗くなっている。女
性はレンズをのぞいている。手は後ろに組んでい
る。中高年の警備の男性が，女性の横に立ち，下
の河川敷の客席に向けて，デジタルカメラで2回，
写真を撮影する。大会の資料にするのだろうか？
警備スタッフが写真撮影も行っているあたりに
も，繰り返されアナウンスされる「市民手作りの
花火大会」という所以を多少感じた。
　女性はカメラを下20度くらいに向ける。人びと
を撮っているよう。またすぐ元の角度（川にむけ
て直角，ほぼ水平）に戻す。女性の横に会場係（？）
の若い男性が一人立つ。
　19：05。カメラを川に向かって左へ10度くらい，
やや下方に向け，撮影をしている模様1
　19：10。大会のため会場の照明を落とします，
という趣旨のアナウンスがあり，照明車の照明が
消える。暗くなりメモをとるのが困難。ケータイ
のあかりを用いることにする。わたしのような
ローテクの人間にとっては「進歩」である。女性
は，カメラをやや上，空のほうに向ける。ちょっ
と後ろを向く（駅のほうから会場に向かってくる
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人の流れを見たのか？）。またすぐカメラに向か
う。
　19：15。女性，下に向けた両手をぶ6ぶらさせ
る。今度は腰にあてる。また下に向けて，前後に
行進のときのように大きくぶらぶら。手に持った
何か（ケータイの画面？）を見ている。また手を
後ろに組む。カメラは操作していない。両足を前
後に開き，後ろ足首のストレッチングをする。両
手を腰にあてる。カメラのレンズをのぞく。左足
を前に出し，ひざを少し折るような姿勢で立って
いる。また手を後ろに組み，まっすぐ立つ。また
後ろを振り向く。今度は，はっきりと会場にはいっ
てくる人の列をみたようだ。
　女性を注意してみていたわたしの横に（わたし
はトイレにならぶ人の列と，土手のあいだ，つま
りシートの観覧席から離れた，花火をみるには不
便と思われる位置にいたので，それまでわたしの
横には人はいなかった。また横に人のいない，カ
メラがよく見える位置を選んでいたともいえる。）
高校生ぐらいの，やや派手な格好をした女の子が
いきなり近づいてきたので，すこしドキッとする。
女の子は，川に向かってわたしの左側，土手と河
川敷を区切るロープが渡してあるあたりにトイレ
坐りで坐る。トイレに並ぶ女性たちの列もさらに
混んできた。
　アナウンスで実行委員会委員長，森田氏が紹介
され，森田氏のあいさつが会場に流れる。ただわ
たしからは森田氏の姿は確認できない。女性はカ
メラのレンズをのぞく。カメラを正面に向ける。
わたしの横にいた女の子のところに連れの女の子
1人と男の子2人がやってくる。前からいた女の
子は坐り続け，新しく来た3人は立っている。わ
たしの横に立った男の子との距離は30センチぐら
いだと思う。
　19：20。森田氏のあいさつが終わり，同じよう
に渡辺幸子多摩市長のあいさつが始まる。横に
坐った女の子がケータイで誰かと話す。「トイレ
の横にいます。Bエリアですね。コウタたちと。」
カメラのレンズはやや上を向く。男女4人は，わ
たしの横をどき，移動していく。かわりに1人で
きている中年の婦人がわたしの横に立つ。若者た
ちはメモをとっているわたしに無関心なよう（あ
るいは「無関心」を装うのがかれらの礼儀なの
か？）だったが，おばさんは好奇心をおさえきれ
ないのか（人に対する好奇心はおさえるべき，と
いう規範がないのか？），わたしがメモをとって
いるのをやや気にし，時おりのぞきこむようにし
ている。市長のあいさつが終了する。
　カメラの女性は腰に手をあてている。さっきま
で人がほとんどいなかったわたしの周囲にも人が
どんどん集まってくる。60代ぐらい（？）のカッ
プルが横にくる。
　19：25。別のおばさんが前を通りすぎる。誰か
をさがしているもよう。
　19：35。カメラの女性は，後ろに手を組む。カ
メラから離れて，2，3歩後ろに下がり，左右を
見回す。カウントダウンに関する指示のアナウン
スが流れる。今までついていた照明も消え，会場
が暗くなる。女性，カメラにつき，レンズをのぞ
く。アナウンス「カウントダウンのご用意を。こ
れから約1時間，5000発の花火があがります，最
後までごゆっくりとお楽しみください。では，い
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きます。10，9，8……。」会場でも一緒にカウン
トダウンしている人たちもいるが，まばらであま
り盛り上がっている感じではない。
　花火があがりはじめる。カメラは上方約15度ぐ
らいを向く。ロープで仕切られていた土手の斜面
に人がはいりはじめる。会場係の男性「危険です。
下りてください。」土手の上からも会場スタッフ
「土手の中ではいらないでください。ロープの外
に出てください。」責任者のような男性（警察官？
よく見えない？）がやって来，スタッフたちに人
びとの誘導のしかたを指示。人がまわりに多すぎ
るので場所を変えて移動することを決意するが，
階段をおりて会場にはいってくる人の流れが一方
的で，流れにさからって移動するのは無理そう。
わたしの横，土手の一番下，ロープの内側に，長
身で赤いポロシャッ（？），サングラスをかけた
若い男性が，その横，土手の斜面に中腰になって
立っている会場係の男性に話しかけている。「お
まわりさん，びびって行っちゃったよ。いっぱい
だからさあ。ガキがいるんだからよお。」会場係
は愛想笑いを浮かべて男性の話を聞いている。
ロープの外に出るよう指示するようすはない。
　19：40。人びとはケータイで花火の写真をとっ
ている。わたしは写真をとる人びとを写真にとる。
形が変わった花火が上がると時おり「オー」とい
う声がもれる。
　19：50。開始前の人ごみにおそれをなし，終了
まで待って駅に向かう勇気が起きず，早々に駅に
向かう。駅にはまだ人がほとんどおらず，ガラン
としている。駅員たちがこころなしか，げんなり
と疲れた表情でそこかしこに立っている。プラッ
トホームにまで警官がいる。（高校野球のフィー
ルドワークの時にも感じたが）こうした群集警備，
群集統制のノウハウは，社会運動の統制にも応用
されていく一国家暴力装置にとっては，そのた
めの予行演習という意味もあるのでは。せいせき
多摩川花火大会の会場にも設けられていた大会の
ための募金箱や，主催者のあいさつでも強調され
ていた「市民による手作りの大会」にみられる「市
民」というキーワード。大会会場における「大衆」
としての観衆の姿。そしてその両者の背景に厳然
としてある「国家」の存在。このイベントを通し
て，そういった「市民」一「大衆」一「国家」の
関係をどのように読み解けばよいのだろう？
　人の切れ目をみて，階段をわたり，土手の向こ
う側，じゃりの原っぱに出る。こちら側にも見物
客はいっぱいいるが，シートは設けられておらず，
皆立って花火を見ている。カメラとの直線距離
は約100メートル？カメラの女性の姿がかすかに
見える。カメラは花火のあがる川面の上空をとら
えており，ほとんど動きがないように見える。大
会が始まる前のカメラの女性の身体動作に比べる
と，今ここから見えることは，はるかにおもしろ
みに乏しい。
　新宿行の京王線は（まだ）すいていた。多摩川
のうえにあがる花火が電車の窓を通してきれいに
みえた。当然，闇にまぎれて会場の人ごみなどは
見えない。電車の窓に顔をつけるようにして人び
とは花火を見ている。「平和」な光景に見えた。
〈フィールドノートをまとめていて気づいたこと〉
　テレビのカメラは，土手の上という高いところ
から，一人のスタッフの手によって花火をとらえ
る。人ごみや地上の「障害物」によって妨害され
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ない，そのような地点を選ぶことで，花火のきれ
いな画像を放映することができるのだろう。これ
に対し，人びとは土手の下から，家族や友だちと
ワイワイ言いつつ，みんなで花火を見ている。
　ここでのテレビ中継の手法は，地上波テレビの
伝統のなかで培われ，常識化しているものなのだ
ろう。しかし，多摩テレビのコミュニティ・チャ
ンネルが，「コミュニティの一泥臭い一メディ
ァ」を目指すのであれば，カメラが土手の下に下
りるような冒険があってもいいのではないかと
思った。時おり花火ではなく，人の頭が映ってし
まうというようなこともあるかもしれないが，そ
のような画像こそが，その場の息づかいを伝える，
「コミュニティの象徴的再生産」と言えるのでは。
　同時に「俺の社会学は『土手の上』からなのだ
ろうか，『下』からなのだろうか。『ひとりで冷静
に』なのだろうか，『みんなとワイワイ』なのだ
ろうか。」と反省もさせされた。たしかに必要な
のは，これらの二者択一ではなく，必要に応じた
視点の切り替え，言いかえれば，「土手の上」と「土
手の下」を行ったり来たりすることなのかもしれ
ない。ただ，自分としては「土手の下」「みんなと」
の方を基本的に大事にしたい。そうは言っても，
「自分（みんな）が土手の下から見ている」とい
うことは，「土手の上のカメラ」がなければ気づ
かなかったことだろうこともまた確かである。
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